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「まちづくり」に役立つ地図のスタイル研究 

―三鷹市「緑と水の公園都市」を事例として― 

 

 

鈴木 俊彦 

 

 

1 序文 

 

1.1 問題意識とリサーチクエッション 

地図には多様なスタイルがある。原始的な絵地図、

地形図、土地利用図、人口や産業の分布図、観光

マップ、イメージを重視するイラストマップ、また

ネット上に存在する機能的な地図などなど。本研究

では三鷹市の「まちづくり」という視点で、効果的、

魅力的な地図とは何かを考察する。三鷹市民が自分

のまちを心から誇れるような、また市外の方には、

三鷹市にいつか住んでみたいと感じてもらえるよう

な地図、明日のまち「三鷹」のイメージが可視化で

きる地図創出の方法を論じる。また、その結果みち

びかれた地図のスタイルを具体化する雛形を制作し

提示する。 

 三鷹市のまちづくり基本構想の柱となる考え方に

「緑と水の公園都市」という概念がある。この言葉

は、三鷹市のロゴマークにも組み込まれており（図

1）三鷹市を象徴する概念のひとつとなっている。

しかし、市民感覚としてこの言葉が市を象徴する概

念であると認識している人は少ないのではないだろ

うか。現在、三鷹市が制作に関係するマップは数種

類あるが、この概念がテーマとなっているものは存

在しない。唯一存在するのが、市のホームページに

のっている「緑と水の回遊ルート」で、その内容は、

市内にある牟礼、丸池、大沢などの「ふれあいの里」

を中心に回遊ルートを提示するものである。一方、

地図上の三鷹市のほぼ中心に存在する市役所を起点

に半径 3キロ程度の円（一部他市含む）を描いてみ

ると、そこには都立井の頭恩賜公園や都立神代植物

公園、都立野川公園、都立武蔵野の森公園などの広

大な都立公園が存在する。また、井の頭池、神田川、

玉川上水、仙川、野川、深大寺などの水辺の景色。

国分寺崖線（はけ）、国立天文台や国際基督教大学

など大きな森とも言える豊かな緑に恵まれている。

まさに「緑と水の公園都市」にふさわしいアイテム

が多々存在していることに気付くのである。 

 以上の認識にもとづき、本研究では、以下のリ

サーチクエッションを中心に地図がもつ機能の考察を

ふまえながら「まちづくり」に役立つ地図、三鷹市の

ブランド形成に

も貢献する地図

の創出方法を論

じていきたい。 

 

【まちづくりに役立つ地図とは？（どのような表現

スタイルが効果的か？ また、地図の範囲と盛り

込むべき要素は？）】 

 

1.2 各章の内容と全体構成 

第 1章で本研究の問題意識と論文の全体構成を示

す。第 2章ではまず一般論としての地図の歴史や変

遷をたどり、紙媒体とデジタル媒体の地図の機能や

特性、可能性について分析する。次に本研究がテー

マとする地図の創造性と主題図（特定のテーマを

もって作られた地図。これに対して使い道を限定し

ないものを一般図という）について論じる。第 3章

では「緑と水の公園都市」に関する三鷹市の政策に

ついて基本構想や基本計画を中心に考察する。また、

リアルな現状把握と距離感などを実感として認識す

るため、現地を徒歩や自転車で実踏し、レポートす

る。第 4章では第 3章までの研究、調査をもとに三

鷹市の「緑と水の公園都市」をイメージ化する地図

案（主題図）を考察し、その雛形を製作する。第 5

章では、本研究を総括し三鷹市の「まちづくり」に

関して、主に地図の観点から提言を行う。 

  

図 1 
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2 地図の変遷と機能について 

 

2.1 地図の変遷 

まちづくりに役立つ地図のスタイル研究にあたり、

まず地図の歴史を概観し、世界を認識する人類の思

考の変遷と地図が果たしてきた役割について確かめ

てみたい。ただ本稿は地図そのものについて論じる

ものではないので、ここでは、地図の歴史における

エポックメイキングなことがらのみを表 1にまとめ

てみた。 

文字を持たなかった大昔、人間が毎日の暮らしの

中で得た情報を岩板に描いた（図 2）ことから生ま

れた地図は、粘土板や羊皮紙、パピルス、そして紙

から電子メディアと記録媒体を変えながら進化して

きた。特に紙の発明により、地図が多くの人によっ

て日常的に使えるようになったこと、さらには電子

メディアの出現により、地図の活用場面が生活のあ

らゆる場面に大きく広がってきたことで、地図は私

たちの生活に欠くことのできないものとなっている。

表 1にまとめた「地図の変遷」で地図の歴史を概観

図 2 カモニ族の村落地図 

表 1 地図の変遷 

三鷹まちづくり総合研究所まちづくり研究員による研究
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3 

してみよう。そこで分かることは、地図の形やコン

セプトが、時代によって大きく変化することである。

ギリシャ・ローマ時代に、図 3のプトレマイオスの

世界図に代表されるように飛躍的な発展を遂げた地

図の表現技法が、一転、ＴＯ図（図 4）に見られる

ように、中世の宗教的世界観の中で大きく後退した。

そしてルネサンスの時代の空気を得て、再び活性化

し、大航海時代を迎え大躍進する。また、今では、

大半の地図の向きは北が上となっているが、時代や

地域、作られた目的によって、東であったり、南で

あったりするのである。このように地図は人間が世

界を観念的に捉えた結果生み出されるものなので、

作り手の目的や時代の世界観によってその形が大き

く変化するものである。ここで言えることは、「ま

ちづくりに役立つ地図」を考察する上でも、一般的

な地図のイメージに囚われずに、地図の範囲や方位、

事象の取捨選択など、その表現技法を独自に探求し

ていくことが肝要であるということである。 

 

2.2 地図の機能(紙とデジタルの対比) 

前項では、地図の歴史・変遷について概観したが、

20世紀末に登場したデジタル地図（図 5）は急速に

その活躍範囲を拡大し、主流であった紙地図を席巻

する勢いにある。ここでは「まちづくりに役立つ地

図 3 プトレマイオスの世界図(写本) 

図 4 TO図（ＴＯmap） 図 5 グーグルマップ(三鷹市庁舎近辺) 
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図」の表現メディアを検討するにあたり、紙媒体と

デジタル媒体についてその特性を整理してみたい。 

 

■デジタル媒体の長所 

・スマートフォンがあれば、どこでも閲覧できる 

・随時更新が容易である 

・他の情報にリンクできる 

・GPS(位置情報システム)機能が持てる 

■紙媒体の長所 

・一望性が高い 

・五感を刺激する 

・イメージ、概念が伝わりやすい 

・折りたたんで携帯できる 

 

以上がデジタル媒体と紙媒体、それぞれの長所で

ある。デジタル媒体の長所が多く紙媒体の分が悪い。

しかし、本稿の目的である「まちづくりに役立つ地

図」に限定して考えると、紙媒体の長所、特に「一

望性が高い」点が大きくクローズアップされる。こ

の「一望性」についてだが、電子媒体、特にスマー

トフォンの最大の限界、弱点はこの点にある。当然

のことながらモニター画面が小さいため広範な地域

の細部までは視覚的に認知できない。もちろん、拡

大機能（紙媒体は不可）があるので、特定の地域に

限定すれば細部まで見ることが可能であるが、極小

的な認識になり、まち全体の雰囲気などを認識しに

くい。 

紙媒体の長所のもうひとつ「イメージ、概念が伝

わりやすい」について考えてみよう。これは先の説

明にも通じることだが、デジタル地図は小さい画面

で見ることが多いために現実空間の全体像を実感し

づらいこと。また、液晶画面での体験となるので、

紙の手触りなどのリアルな体験との差がでてしまう

ことが起因していると思われる。さらにデジタル媒

体は、紙媒体と比較して受け手に供給する情報の総

量が多く、受け手は受動的になりがちで、主体的な

思考による本質的な理解に繋がりにくいのではない

だろうか。この点に関しては学校教育における紙の

教科書とデジタル教科書との学習効果の研究にも通

じるものがあるので、今後考察を深めていきたい。 

 

2.3 地図の創造性と主題図 

地図を分類すると、大きく一般図と主題図に分け

られる。一般図は、使い道が限定されない汎用性の

高い地図で、日本では国土地理院が発行している地

形図・地勢図などである。代表的なものとして、

1:25,000 地形図、1:50,000 地形図、1:200,000 地

勢図、1:1,000,000 地図日本などがあげられる。

グーグルマップなども一般図のひとつと言えるだろ

う。施設の案内図などは、この一般図をベースにし

て目的に合わせ加工して作ったものである。 

一方、主題図は、特定のテーマを持った地図を指

し、天気図や観光マップ、都市計画図、防災マップ、

文化財分布マップなど多様なものがある。また、主

題図は、その目的、テーマによって表現方法も大き

く異なり、写真やイラストを使ったもの、手書き地

図、鳥瞰図など多様なスタイルが存在する。この中

で、鳥瞰図は、鳥が地上を見下ろしたように描かれ

たもので、鳥目絵 (とりめえ)、俯瞰 (ふかん) 図

とも呼ばれている。日本の鳥瞰図の作者として有名

な吉田初三郎（1884～1955）は、大正から昭和にか

けて 1600 点以上の作品を残している。図 6 は吉田

初三郎の鳥瞰図である。鳥瞰図の最大の特長はパノ

ラマのような一覧性にあり、写真と異なる大胆なデ

フォルメや省略がその醍醐味と言える。古地図の研

究家である本渡章は、その著「鳥瞰図！」の中で次

のように述べている（本渡 2010：5-6）。「鳥瞰図は

目で楽しむものですが、実際には視覚以外の感覚や

感情・思考・直観など人の持っている能力のすべて

に働きかけるメディアです。いわば総合による力。

図 6 吉田初三郎「京都名所案内鳥瞰圖: 御大禮紀念（1928）」（国際日本文化研究センター） 
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5 

古い地図の多くは同様の力を持っていました。」ま

た、図 7は江戸時代の絵師、鍬形蕙斎が描いた「江

戸名所絵」である。本所から隅田川、江戸市中、そ

して遠く富士山を眺望するもので、江戸名所図会に

は長谷川雪旦の「小金井橋春景色」など富士山を望

んだ構図で描かれたものが多い。この鳥瞰図の手法

は、日本のみならず、海外でも古くから様々な都市

図に採用され、広く用いられている（図 8・図 9）。 

以上のことから、自治体の概念やイメージを伝え

ることを目的とする地図の場合、ある程度の大きさ

を持った一望性の高い紙媒体が適していると考えら

れる。また、「まちづくりに役立つ地図」の創出の

ためには、一般的な地図（一般図）ではなく、明確

な目的をもった「主題図」が求められると言えよう。

本稿では、「緑と水の公園都市」を事例としている

ので、その概念を形あるものにしていく主題図を創

出することがテーマとなる。また、その手法につい

ては、三鷹市固有の景観を一望できる鳥瞰図が適し

ていると思われる。これについては、第 4章で言及

することにする。 

 

3 三鷹市の将来像とまちづくり 

 

3.1 緑と水の公園都市 

ここでは、三鷹市のまちづくりはどこに向かって

いるのか？三鷹市の市政運営の最上位計画である

「三鷹市基本構想」をもとに考えていきたい。その

ことにより、本稿のテーマである「三鷹市のまちづ

くりに役立つ地図」についても、どこに向かうべき

なのか、どのようなつくり込みが必要となるのかを

図 7 鍬形蕙斎「江戸一覧図」(福岡大学図書館蔵) 

図 9 ポートランド（アメリカ・オレゴン州）の 

絵地図(現代) 

図 8 15世紀頃のフィレンツェ（イタリア）の 

絵図（Ｍuseo de Firenze） 
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は、日本のみならず、海外でも古くから様々な都市

図に採用され、広く用いられている（図 8・図 9）。 

以上のことから、自治体の概念やイメージを伝え

ることを目的とする地図の場合、ある程度の大きさ
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れる。また、「まちづくりに役立つ地図」の創出の
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出することがテーマとなる。また、その手法につい

ては、三鷹市固有の景観を一望できる鳥瞰図が適し

ていると思われる。これについては、第 4章で言及
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3 三鷹市の将来像とまちづくり 

 

3.1 緑と水の公園都市 

ここでは、三鷹市のまちづくりはどこに向かって

いるのか？三鷹市の市政運営の最上位計画である

「三鷹市基本構想」をもとに考えていきたい。その
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図 7 鍬形蕙斎「江戸一覧図」(福岡大学図書館蔵) 

図 9 ポートランド（アメリカ・オレゴン州）の 

絵地図(現代) 

図 8 15世紀頃のフィレンツェ（イタリア）の 

絵図（Ｍuseo de Firenze） 
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定めることができる。 

三鷹市では、基本目標を「高環境・高福祉のまち

づくり」とし、高環境のまちづくりの考え方として

「緑と水の公園都市の創造」を掲げている。そして、

基本構想を実現していく実施計画（第 4次）では、

まちづくり 3 計画（三鷹市土地利用総合計画 2022

／三鷹市景観づくり計画 2022／三鷹市緑と水の基

本計画 2022）を設け、「緑と水の公園都市」の実現

を図ろうとしている。 

 

基本理念：構想の基本理念を、平和の希求、人

権の尊重、自治の実現とします。私たちはこの

基本理念を基調とし、三鷹から世界に広がる地

球的な視野をもって環境に配慮し、人と自然が

共生できる循環型社会の実現をめざします。そ

して、様々な人びとと共に生き、共に責任を担

う協働のまちづくりを推進します。（三鷹市基

本構想 第 4基本理念 2001） 

構想の基本目標を「人間のあすへのまち」とし

ます。この目標は、「高環境・高福祉のまちづ

くりによって実現されます。安全性や快適性な

どの視点から、都市全体をうるおいをもった緑

と水の公園都市として創造することによって高

環境のまちをめざします（三鷹市基本構想 第

5 基本目標 1．高環境・緑と水の公園都市の創

造 2001） 

 

 現市長である河村孝は、その著「明日のまち「三

鷹」を考える」の第Ⅱ章「三鷹市が目指すべきもの」

の中「公園都市は可能なのか？」、第Ⅲ章「問題提

起の例示」の中「歩いて楽しい健康長寿のまち」で、

次のように述べている。 

 

三鷹に魅かれて住み始めた人、また偶然三鷹に

移り住んできたが、今では何故か三鷹に魅かれ

ている人……、そんな人の多くは土や緑の持っ

ている温もりが、このまちでは人と人との関係

にまで及んでいることに気づいている。(中略)

鳥が空からまちを眺めれば、まるで畑地や樹林

の中にまちがあるような、そんな緑あふれるイ

メージにならないだろうか。楽しく歩ける道沿

いに、多様な公園が用意されていることから、

様々な物語がはじまる（河村 2018：40，199） 

 

このように、三鷹市は、東京都内において都心部

から電車で 20 分程度の場所にありながら広大な都

立公園や国分寺崖線の緑あふれる空間、また、玉川

上水、神田川、仙川や野川の水辺の景観に恵まれて

いる。三鷹市の安田養次郎元市長がインタビューで

「イメージとしては、緑が豊かで、水がたくさん

あって、太陽がさんさんと輝いているんです。その

なかで、市民がいきいきと各コミュニティの中で、

市民としての自覚と誇りを持って暮らしているんで

す。そこには、もちろん都市としての秩序も倫理も

ある―。そういう都市になればいいなと、私は思っ

ているんですよ。」（安田 2001）と語っていたことは、

今も脈々と三鷹市のまちづくりに流れ、三鷹市のア

イデンティティとして引き継がれているのである。 

 

3.2 三鷹市 緑と水の基本計画 2022 

 さて、次に、三鷹市の基本構想を実現するために

立てられた「三鷹市緑と水の基本計画 2022」の中

身を見て行こう。ここでは、基本理念として「都市

の身近な自然が急速に失われていく中で、緑と水の

良好な環境が人間の存在と多様な動植物の生息に欠

くことのできないものであることを改めて認識し、

すべての人々がこれを享受し、守り、次の世代に継

承するため、市、市民及び事業者が協働して、緑と

水の保全及び創出に努め、緑豊かでうるおいのある

「緑と水の公園都市」の実現を図るものとします。」

（三鷹市第 4 次基本計画第 2 次改訂 2019）と謳い、

三鷹市が目指す都市の将来像を「三鷹市基本構想で

は、基本目標を「人間のあすへのまち」といちづけ

『高環境・高福祉のまちづくり』によって実現され

るとします。また、都市全体をうるおいをもった緑

と水の公園都市とすることによって、高環境のまち

をめざすとしています。三鷹市の都市像は、三鷹市

基本構想に定めているとおり「緑と水の公園都市」

とします。」（前掲：三鷹市第 4次基本計画第 2次改

訂）と明言している。 

基本計画では、計画実現のための施策を具体的に

提示しているが、本稿では、地図づくりに最も関係

が深いと思われる「回遊ルート計画」、「拠点整備計

画」について言及する。主な論点は次の 3点である。 

三鷹まちづくり総合研究所まちづくり研究員による研究
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① 緑と水の拠点について 

② 緑と水の骨格(軸)について 

③ 市域を超えた一体化した回遊空間の創出について 

 

① 緑と水の拠点について 

三鷹市の緑と水の拠点は、現状、市の周辺部にそ

の多くが存在している（図 10）。市の中心部が手薄

の状態だが、全体的な回遊性を高めることを考える

と市街地のほぼ中央にある芸術文化センターエリア

の充実が、ひとつの要と思われる。このエリアを少

し広げてみると、連雀中央公園の他にも禅林寺、八

幡大神社、交通公園、児童遊園、市内最大規模の市

民農園、井口院、神明社、さらには井口特設グラン

ドが存在するので、これらを一体的に演出する回遊

空間を創出できれば、市全体のイメージも大きく変

わると思われる。 

 

② 緑と水の骨格(軸)について 

計画では、緑と水の都市構造を支える機軸(緑と水

の 5 大軸＝Z 軸)として、野川、仙川、玉川上水・神

田川の 3本の河川軸と、三鷹通り・中央通り・コミュ

ニティ道路などの三鷹駅から市民センターまでの南北

の一帯及び東八道路とそれに並行する人見街道一帯の

2 本の都市軸としている 。図 11「緑と水の回遊ルー

ト計画」中、緑と水の基軸（Ｚ軸）参照。 

計画の策定時と現状で道路の整備状況が変わって

来ていることもあり回遊の縦軸に余裕のある歩行、

自転車走行空間を有する武蔵境通りを加え、横軸の

東八道路とクロスさせることを提案する。この 2つ

の通り、特に武蔵境通りでは、道路沿いのオープン

スペースを取り込みながら快適移動空間を演出する

ことが可能である。 

 

③ 市域を超えた一体化した回遊空間の創出 

三鷹市の市域は、ほぼ楕円形であるが、中央下部

に調布市の市域が大きく入り込んでいる。ここには、

広大な都立公園である「都立神代植物公園」がある

他、深大寺そばでも有名な関東屈指の古刹「深大寺」

図 10 拠点整備計画位置図（三鷹市作成） 
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が存在する。まさに緑と水に恵まれた空間であり、

野川遊歩道にもほど近い。市民、都民目線でとらえ

れば、この空間を取り込んだほうがより充実した回

遊を楽しめると言えるだろう。 

 

3.3 三鷹市の現況(実踏レポート) 資料 1（本

稿末）参照 

 前項までで、三鷹市の「三鷹市緑と水の基本計画

2022」の内容についての所見を述べてきた。ここで

は、三鷹市の現状(2021 年 3 月)について、現地を

実踏したレポートを掲載する。この調査は、2020

年 5 月から 2021 年 3 月までの期間に調査員 2 名で

実踏したものである。主な目的は、以下のことを検

証するためとした。移動手段は、徒歩と自転車を使

用して行った。 

 

① 三鷹市の緑と水の現況(公園や農地、川、遊歩

道など) 

② 緑と水の空間を周遊するルートの検証（三鷹市

周辺を一周するルート） 

③ 芸術文化センター・井口エリアの現況確認 

 

 詳細は、資料 1に掲載するが三鷹市をぐるっと切

れ目なく回遊するためには、三鷹市外となるが、調

布市の深大寺エリアが重要な役割を果たすことが分

かった。ここには、都内最大規模の植物公園である

「都立神代植物公園」と関東屈指の古刹で、湧水に

も恵まれた「深大寺」が存在し、井の頭から牟礼、

北野、丸池、と巡ってきたルートを大沢や天文台、

野川エリアにつなげる格好の場所となる（図 12）。 

また、三鷹市を「水と緑の公園都市」と呼ぶとき

に、現況、どうしても手薄となってしまう市の中心

●武蔵境通り 

図 11 緑と水の回遊ルート計画（三鷹市作成） 
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部を補強するための拠点エリアとして、「芸術文化

センター・井口エリア」に大きなポテンシャルを感

じた。このエリアには、芸術文化センターや上連雀

中央公園以外にも、禅林寺や八幡大神社、井口院、

神明社などの寺社が集積し、小規模ながらも交通公

園や児童遊園なども存在する。また、市内最大規模

の市民農園や民間の造園業者も点在している。さら

には、基幹道路となる武蔵境通りをはさんでは井口

特設グランドが大きなスペースを占めている。これ

ら一連の緑の空間を回遊空間としてつなぐ演出をす

ることで、三鷹市の弱点とも言える緑の空白地帯に

ひとつの拠点が生まれ、「緑と水の公園都市」のイ

メージ形成に大きく貢献することができるであろう。 

 

4 地図案の考察 

 

4.1 現状のマップ（三鷹市関連） 

現在、三鷹市が制作に関係している地図には下記

のものがある（図 13）。 

みたかガイドマップ(三鷹市企画部)／みたか散策

マップ（みたか都市観光協会）／緑と水の周遊ルー

ト（三鷹市生涯学習課）／三鷹文学散歩マップ(三

鷹市教育委員会)／三鷹太宰治マップ(三鷹市芸術文

化振興財団)／三鷹市わがまちマップ（外部リンク、

電子版） 

この中でみたか散策マップは、三鷹市内の観光用

につくられたもので、鳥瞰図のイラストで表現され

て楽しく見ながら地域の情報を得ることができる。

ただ、Ａ4 判変形サイズの冊子形態で、市内を 7 つ

のエリアに分けた見開き構成のため、市域全体を一

図 13 三鷹市で作られている地図 

丸池エリア 

芸術文化センター・井口エリア 

大沢・天文台エリ

 

北野エリア 

井の頭エリア 

深大寺エリア 

牟礼エリア 
野川エリア 

図 12 緑の回遊拠点のつながり 
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望したイメージを得ることはできない。また、みた

かガイドマップは、Ａ1 版の片面に大型地図、その

裏面に三鷹市のさまざまな情報を網羅した総合カタ

ログとなっている。とても便利な情報集ではあるが、

地図自体は、いわゆる一般図で三鷹市のイメージ形

成につながるものとはなっていない。文学散歩マッ

プと太宰治マップは、テーマを文学に特化した主題

図であるが、地図の範囲は三鷹全域ではなく、対象

となる文学者のゆかりの場所に限定したものである。

緑と水の周遊ルート（図14）は、本稿の冒頭にもふ

れたが、市内にある牟礼、丸池、大沢などの「ふれ

あいの里」を中心に回遊ルートと拠点を提示するも

ので、基本計画の拠点計画図と連動したものとなっ

ている。回遊ルートは三鷹市内で完結しており、本

稿で提案している調布市の深大寺エリアを取り込ん

だものとは異なるものである。 

 最後に電子版である「三鷹市わがまちマップみた

か」について簡単にふれる。このマップはネット上

に存在し、パソコン版やスマートフォン版でいつで

も見ることができる。掲載地図は、街の現況、暮ら

し、福祉・健康、安全・安心、観光・文化・自然、

子育て・教育と 6つのカテゴリーで整理され、それ

ぞれのカテゴリーにおいてさらに深化するレイヤー

が用意されている。例えば、安全・安心のカテゴ

リーでみていくと、下の階層には、防災マップ、浸

水ハザードマップ、地域安全マップと閲覧すること

ができる。市内のあらゆる情報が網羅された百科全

書的な情報集で、電子媒体の特性をいかんなく発揮

している。これらの情報を紙ベースで作成するのは

膨大な量となるだけでなく、リアルな情報更新は不

可能である。「まちづくりに役立つ地図」を検討す

るにあたって、この「三鷹市わがまちマップみたか」

と連動することが、紙媒体の限界をカバーすること

のできる方策となるだろう。紙の地図の中に「わが

まちマップ」にリンクするＱＲコードを埋め込むこ

とで、得ることのできる情報量を飛躍的に補強する

ことが可能となる。 

 

4.2マップ案の構築 

以上、三鷹市関連の地図の現状を踏まえ、本稿で

論じてきた「三鷹市のまちづくりに役立つ地図」の

スタイルとして、第 2章「地図の変遷と機能につい

図 14 緑と水の回遊ルート（三鷹市作成） 
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て」で述べた考察に基づき、ある程度の大きさをも

つ一望性の高い主題図（鳥瞰図）を採用して、以下

のコンセプトを提案する。 

① 「水と緑の公園都市」をテーマとした主題図

とし、表現手法を鳥瞰図とする。 

三鷹駅ビルを起点に武蔵野台地の南西端（国分寺

崖線）から多摩川、富士山を眺望する図。三鷹市を

取り巻く都立井の頭恩賜公園、都立神代植物公園、

都立武蔵野の森公園、深大寺、国立天文台、国際基

督教大学などの森群と神田川、玉川上水、仙川、野

川などの水辺の景色が一望できる。イメージ図（図

15）参照。 

② 北を上にした地図ではなく、南を上にした地

図とする。 

現在、世界で制作、使用されている地図の多くは

北が上になっている。しかし、地図の歴史を遡ると、

そのときどきの目的や世界観によって一様ではない。

例えば、中世のキリスト教的世界観で作られた地図

は、楽園があるとされた東が上になっているし、イ

スラム世界では、南が上になっていた。また、ヨー

ロッパからアジアへの東方貿易に使われた航海図の

一部は、東が上になっている。日本においても江戸

時代に描かれた江戸図では、東京湾から富士山の方

角、南西に向けた構図が多く用いられた。このよう

に地図の向きは、その目的、表現内容で選ばれるべ

きで、本稿が論じる「まちづくり地図」は三鷹駅ビ

ルを起点に武蔵野台地の南西端（国分寺崖線）から

多摩川、富士山を眺望する図が最も効果的と考える。

三鷹市を訪れる人の動線で考えた場合も、ＪＲ中央

線の三鷹駅が行動の起点になることが多い。 

③ 三鷹市の周辺地域も取り込んだ地図とする。 

三鷹市の周辺部には大規模都立公園が多数存在し

ている。井の頭恩賜公園、神代植物公園、武蔵野の

森公園、野川公園などである。いずれも広大な敷地

面積を有する公園で、東京都の中にこのような大規

模都立公園が集積している場所は他に無く、まさに

「緑と水の公園都市」を標榜する三鷹市にとってか

けがえのないものと言えるだろう。 

図 15 「緑と水の公園都市 MITAKA」のイメージ図 
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また、この地域の自治体は日本の地方都市などと

比較して、比較的面積が狭く、現代生活の交通網の

発達と相まって、市民が生活圏としてそれぞれが住

む市を強く意識することが少ないと思われる。特に

三鷹市の市域は、ほぼ楕円の形の下部中央に調布市

が入り込んでおり、そこには都立神代植物公園や深

大寺という緑と水の空間が存在する。 

以上の理由から「緑と水の公園都市」をイメージ

化する地図の姿は三鷹市単独で完結するものではな

く、周辺部も取り込んだ地図であるべきと考える。

それによって、緑と水の大循環周遊が目の前に現れ

ることになる。 

④ 市民が「緑と水の公園都市」づくりに参加で

きる地図とする。 

自治体が「まちづくり」を進めていくにあたって

は市民の理解や協力が得られることが前提条件とな

る。そのためには、市と市民がまちづくりの情報を

共有することで目的意識の醸成を図ることが望まれ

る。そこで力を発揮するのが情報共有メディアとし

ての「地図」である。まちづくりの進展と同時並行

的に地図が完成に近づいて行くスタイルで、市民は

その進展を期待と共に見守り、応援することになる。 

⑤ 「三鷹市わがまちマップみたか」とリンクを

図る。 

電子版地図「三鷹市わがまちマップみたか」と連動

することで、紙媒体の限界をカバーする。具体的には、

紙の地図の中に「わがまちマップ」にリンクするＱＲ

コードを埋め込む。これにより、地図から得ることの

できる情報量を飛躍的に補強することが可能となる。

しかし、多くの情報量が必要か否かは、地図を使用す

る人によって異なるので、リンクは補助的なものとし、

ＱＲコードの存在が全体の地図の印象に影響しないこ

とに注意する。ＱＲコードは地図の裏面のしかるべき

箇所に掲載するのがよいだろう。 

 

4.3マップ案の構成 

① 地図に何を載せ、何を省くか？ 

明確な主張とインパクトのあるビジュアル、読解

性の高い地図を創出するためには、地図に掲載する

情報を絞り込み、事象を選別しなければならない。

ここで論じているのは「緑と水の公園都市」をテー

マとした主題図であるので、次の事物が対象となっ

てくるだろう。 

【掲載物候補】公園／主要な道路／用水路跡や遊歩

道／川／森（国立天文台や国際基督教大学など）／

農地／寺社など緑が多い施設／ランドマークとなる

建物など 

② サイズ 

 紙の地図の使いやすさを考えるとき、使用する紙

のサイズは重要である。本稿では、紙の地図が持つ

最大のメリットである「一望性」を高く評価してき

たので、実際に人が手にした時の使いやすさ、一覧

性、一望性について考えてみたい。地図に使われて

いる一般的なサイズは以下のものがある。 

 

Ａ1判（横 841㎜×縦 594㎜）：みたかガイドマップ 

Ａ2 判（横 594 ㎜×縦 420 ㎜）：一般的に多く目に

するサイズだが、三鷹市関連で見あたらない 

Ｂ3判（横 515㎜×縦 364㎜）：三鷹文学散歩マップ 

Ａ3判（横 420㎜×縦 297㎜）：三鷹太宰治マップ 

Ａ4判冊子（変形）：みたか散策マップ 

 まずＡ1 判についてだが、このサイズとなると全

て広げて見るためには場所が限定されてしまう。外

出先でこのサイズを広げてみることは相当難しい。

次にＡ3 判について検討する。このサイズは、一覧

性や広げる場所の条件については問題がない。しか

し、紙面がコンパクトすぎて、上記「三鷹太宰治

マップ」のように地域を絞り込んだものでないと適

さない。Ａ4 判冊子の「みたか散策マップ」につい

ては、前述「マップ案の考察」でも述べたが、見開

きごとに紹介エリアを分けて見せていくことには優

れているが、三鷹市全体を一覧する地図には適さな

い。残るはＡ2 判とＢ3 判となる。実際にこの 2 つ

のサイズを手にしてみると、Ａ2 判は、広げたとき

に手の持つ位置が自分（身長 168㎝）の肩幅よりも

やや広くなり、地図全体を見る時に目を左右に動か

すことが必要になる。一方、Ｂ3 判は、ほぼ肩幅に

近い位置に持つ手があり、紙面全体を無理なく両目

でとらえることができた。この点については使用す

る人によって個人差があるので、断定できないが、

Ｂ3 判が最も適したサイズと推測することはできる。

サイズは折りたたんだときの大きさにも関係し、Ｂ

3 判サイズを上下 2 つ折りし、左右を蛇腹に折りた

たんで、横約 85 ㎜×縦約 180 ㎜のサイズにすると、

三鷹まちづくり総合研究所まちづくり研究員による研究
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ポケットなどにも無理なく収納することができ、携

帯に適したものとなる。 

③ 紙の両面活用 

紙には当然のことながら両面が存在する。この両

面を有効活用し、より機能的で充実した地図を創出

することを検討する。まず表面は当然のことながら

三鷹とその周辺を取り込んだ地図を掲載する。そし

て裏面に、表面に登場した事象やその背景となる自

然や地形、歴史などの情報の主だったものを掲載す

る。さらに詳しい情報は、前述した電子版地図「三

鷹市わがまちマップみたか」にリンクするＱＲコー

ドを掲載することでネット媒体に誘導する。 

 

5 むすび 

 

三鷹市の「緑と水の公園都市」の創出という将来

像は、コロナ禍の時代にあっても価値のある素晴ら

しいものである。ウィズコロナ、アフターコロナの

時代において、公園や街路、水辺などのオープンス

ペースの有効活用が「まちづくり」にとって一層重

要になってくる。その意味で三鷹市の基本理念「緑

と水の公園都市」は、時代を先取りしたまちづくり

構想で、そのコンセプトは益々クローズアップされ

ることだろう。しかし、この将来像が一般市民に広

くアピールされていない。夢があり、ワクワクする

ような壮大なプロジェクトをもっと市民にアピール

し、素晴らしい未来ビジョンを市民がもっと共有す

ることが今、望まれることであると思う。それを実

現するメディアとして「地図」は最適なものと言え

るだろう。まちづくりの進展状況を逐一共有してい

くことが将来像実現に不可欠のことだからである。

そこで、本稿では、街と共に進化する地図を提案し

たい。2 年に一度ほどまちづくりの進展状況に合わ

せて地図を更新し、緑や水辺の景観が少しずつ増え

充実して行く姿を、市民皆で共有する地図である。

市庁舎やコミュニティセンター、ホームページなど

に掲示をし、市民や関係者が変化、進化を楽しみな

がら未来に進んで行くための地図である。この地図

づくりには、緑と水の情報提供などで市民も参加し、

その情報を更新が容易な電子版の地図に登録し、参

加意識をリアルタイムに醸成していくことも有意義

で面白いことだろう。 

三鷹は、まち全体がうるおいを持った「緑

と水の公園都市」を目指しています。今ある建

物がいずれ建て替えとなるときに、緑のスペー

スを創出していくことで、だんだんと緑を増や

すと、やがて市全体が大きな緑のまちとなりま

す。多くの時間を要しますが、市民の皆さんと

一緒に緑を育てると、百年後にはきっと緑あふ

れる空間が広がっているはずです。 

 

上記は、三鷹市発行の「百年の森のまちづくり」

三鷹駅前再開発事業コンセプトブック(三鷹市 2021:1）

に掲載の一文である。本稿がめざす地図のスタイル

に完成というゴールはないのかもしれない。三鷹市

が 100年の森の物語を紡いでいくように、まちづく

りに役立つ地図も年齢をかさねていくことで、三鷹

市の魅力をより表現できるものに徐々に成長してい

くものと考える。 

 

デジタル化が地図製作に新たな時代をもた

らし、紙の地図が衰退しつつあるのは事実だが、

現代の地図製作者が直面している問題は、2500

年以上前のバビロニア人が抱えていた問題と何

ら変わりはない。つまり、地図に何を載せ、何

を省くか。また、誰が地図の制作費を持ち、誰

がその地図を使うのか。媒体に関わりなく、優

れた地図は永遠に必要とされるだろう。なぜな

ら地図は、人類が始まって以来の問いに答えて

くれるものだからだ。「ここはどこなのか？」、

さらに「私は誰なのか？」という問いに（ジェ

リー・ブロットン 2015:17） 

 

人類の命題である「ここはどこなのか？」、さらに

「私は誰なのか？」という問いの答えのひとつが地図

であるとすれば、「三鷹市はどこに向っているのか?」

「私たちのより良い暮らしとは？」という問いに答え

てくれるのも「地図」の役割ではないだろうか。 

 

［文献］ 

河村孝 2018 明日の町「三鷹」を考える ぶんしん出版 

ジェリー・ブロットン 2015 GREAT MAPS(地図の世界史大

図鑑) 河出書房新社 

本渡 章 2018 鳥瞰図！ 株式会社140Ｂ（イチヨンマル

ビー） 
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三鷹駅前再開発事業コンセプトブック(三鷹市 2021:1）

に掲載の一文である。本稿がめざす地図のスタイル

に完成というゴールはないのかもしれない。三鷹市

が 100年の森の物語を紡いでいくように、まちづく

りに役立つ地図も年齢をかさねていくことで、三鷹

市の魅力をより表現できるものに徐々に成長してい

くものと考える。 

 

デジタル化が地図製作に新たな時代をもた

らし、紙の地図が衰退しつつあるのは事実だが、

現代の地図製作者が直面している問題は、2500

年以上前のバビロニア人が抱えていた問題と何

ら変わりはない。つまり、地図に何を載せ、何

を省くか。また、誰が地図の制作費を持ち、誰

がその地図を使うのか。媒体に関わりなく、優

れた地図は永遠に必要とされるだろう。なぜな

ら地図は、人類が始まって以来の問いに答えて

くれるものだからだ。「ここはどこなのか？」、

さらに「私は誰なのか？」という問いに（ジェ

リー・ブロットン 2015:17） 

 

人類の命題である「ここはどこなのか？」、さらに

「私は誰なのか？」という問いの答えのひとつが地図

であるとすれば、「三鷹市はどこに向っているのか?」

「私たちのより良い暮らしとは？」という問いに答え

てくれるのも「地図」の役割ではないだろうか。 

 

［文献］ 

河村孝 2018 明日の町「三鷹」を考える ぶんしん出版 

ジェリー・ブロットン 2015 GREAT MAPS(地図の世界史大

図鑑) 河出書房新社 

本渡 章 2018 鳥瞰図！ 株式会社140Ｂ（イチヨンマル

ビー） 

14 

三鷹市 2021「百年の森」のまちづくり（三鷹駅前再開発

事業コンセプトブック） 

三鷹市 2021「三鷹市基本構想」 

三鷹市 2012「三鷹市緑と水の基本計画 2022」 

安田養次郎・インタビュー 2000 みたかシティマガジン 21

―三鷹市制施行 50周年記念市勢要覧― 

 

［参考文献］ 

私の TOKYO 改革論-浮上都市「ラピュタ」の転都論 朝日

新聞社 

地図の歴史 世界編・日本編 織田武雄 講談社学術文庫 

地図の進化論-地理空間情報と人間の未来- 若林 芳樹 

創元社 

平成 30 年度・市政に関する将来課題の調査研究分科会の

研究報告書（まちづくり研究所） 

 

  

プロフィール 

鈴木 俊彦 

 三鷹市大沢に住む。一般社団法人 武蔵野コッツ

ウォルズ 代表。2012年に左記法人を立ち上げ、「森

の地図スタンプラリー」など地域を広域に回遊する

仕組み作りの活動に取り組んでいる。この活動を

ベースとした「むさしの・ガーデン紀行－水と緑と

歴史の回廊－」は、2020年に国土交通省の登録制度

である「ジャパン・ガーデンツーリズム」に全国で

10番目の計画として認定されている。活動とも関連

の深い「緑と水の公園都市」三鷹を愛するものとし

て、論文にチャレンジしました。 
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